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5

の
明
け
渡
し
及
び
滞
納
額
請
求

の
訴
え
を
提
起
す
る
も
の
で
あ

り
、
全
員
賛
成
に
て
可
決
し
た
。

南西部住宅（仮称）完成予想図

あ
る
が
急
性
期
病
院(

※
注)

と

し
て
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
も
か
か
わ
ら
ず
決
算

に
お
い
て
は
年
度
末
未
処
理
欠

損
金
が
１
億
３，

９
０
０
万
円

と
２
年
連
続
赤
字
決
算
と
な
っ

た
。当

局
の
説
明
を
受
け
て
委
員

か
ら
経
営
改
善
へ
向
け
て
多
く

の
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。

▽
病
院
経
営
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
▽
病
院
が
赤
字
と

な
っ
た
原
因
▽
急
性
期
病
院
と

し
て
の
改
革
の
方
向
性
▽
臨
時

職
員
を
含
め
た
職
員
の
勤
務
体

制
に
つ
い
て
▽
市
立
病
院
と
開

業
医
の
連
携
に
つ
い
て
な
ど
。

こ
れ
ら
の
質
問
に
対
し
て
、

▼
専
門
医
の
育
成
な
ど
に
よ
り
、

病
院
機
能
の
充
実
を
図
る
▼
急

性
期
病
院
の
在
り
方
を
市
民
に

周
知
徹
底
す
る
▼
病
診
連
携
を

推
進
し
、
紹
介
率
の
ア
ッ
プ
を

図
る
▼
医
業
収
益
に
占
め
る
人

件
費
の
割
合
を
50
％
を
超
え
な

い
よ
う
努
力
す
る
。
併
せ
て
経

費
節
減
、
地
域
住
民
へ
の
情
報

提
供
に
努
め
、
職
員
一
丸
と
な

っ
て
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

引
き
続
き
経
営
改
善
に
取
り
組

む
と
い
う
答
弁
が
な
さ
れ
た
。

次
に
水
道
事
業
会
計
に
つ
い

て
で
あ
る
が
普
及
率
は
73
・

５
％
、
水
の
需
要
も
僅
か
で
は

あ
る
が
伸
び
て
お
り
、
決
算
と

し
て
は
８，

５
６
０
万
円
の
黒

字
計
上
と
な
っ
た
。

当
局
の
説
明
を
受
け
委
員
か

ら
▽
普
及
率
と
将
来
の
需
要
予

測
▽
拡
張
整
備
の
際
の
「
30
戸

60
％
同
意
」
の
条
件
改
善
に
つ

い
て
▽
西
牟
田
水
源
地
取
水
井

試
掘
工
事
の
状
況
に
つ
い
て
▽

水
道
管
本
管
の
埋
設
方
法
に
つ

い
て
等
質
問
が
出
さ
れ
、
▼
将

来
２
万
ト
ン
の
水
量
は
必
要
、

大
山
・
小
石
原
川
ダ
ム
か
ら
の

取
水
権
も
予
定
▼
拡
張
基
準
の

見
直
し
を
検
討
▼
地
域
住
民
の

不
安
解
消
に
努
め
る
な
ど
答
弁

が
あ
り
、
更
な
る
企
業
努
力
の

説
明
を
踏
ま
え
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
公
営
企
業
会
計
決

算
は
認
定
さ
れ
た
。

平
成
17
年
度
筑
後
市
公
営
企

業
決
算
に
つ
い
て
は
特
別
委
員

会
を
設
置
し
審
査
を
行
っ
た
。

ま
ず
市
立
病
院
事
業
会
計
で

※編集部注

急性期病院の要件
紹介率30％以上、平均入院日数

17日以下、外来患者数対入院患者

数が１.５対１以内などの要件を満

たす必要があります。

整
合
す
る
地
積
図
を
作
成
す
る

と
と
も
に
、
地
積
図
面
を
更
正

す
る
手
続
き
の
た
め
の
費
用
で

あ
り
、
全
員
賛
成
に
て
原
案
を

可
決
し
た
。

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

は
、
新
幹
線
船
小
屋
駅
設
置
に

伴
う
船
小
屋
駅
前
線
と
矢
部
川

浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
進
入
路
の

島
田
宮
ノ
西
線
を
認
定
す
る
も

の
で
あ
り
、
全
員
賛
成
で
原
案

を
可
決
し
た
。

次
に
、
訴
え
の
提
起
に
つ
い

て
は
、
市
営
住
宅
の
使
用
料
を

長
期
に
滞
納
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
納
入
に
誠
意
を
示

さ
な
い
入
居
者
に
対
し
て
住
宅
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